
１．はじめに

本工事は、北海道道東に位置する池田町昭栄を起

点とする林道工事です。この工事は平成１６年度に着

手し、平成１８年度までに１，３４５mが完成しました。

今回は、林道工事における軟弱地盤対策の施工に

ついて述べたいと思います。

工事概要

工事名 ：森林基幹道池田東部線

昭栄工区開設工事

発注者 ：北海道十勝支庁

工事場所：北海道中川郡池田町字昭栄

工 期 ：平成１８年７月２７日～

平成１８年１２月８日

工事内容

工事延長 L＝４１５m

切土工 V＝７５４m３

盛土工 V＝１，２４５m３

木打工 N＝２８５本

杭間連結工 N＝１，０１２本

サンドマット工 V＝１７６m３
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写真―１ 着手前図―１ 工事箇所

図―２ フロー図
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２．現場における課題・問題点

軟弱地盤対策として間伐材を利用するパイルネッ

ト工法を実施しました。

パイルネット工法施工に当たり、木杭の長さの選

定、木杭建込み時においての作業員の安全確保、杭

打込み時においての隣接する木杭の共上がり及び盤

膨れの防止、サンドマット施工時の安全対策、以上

の事に留意して作業に取りかかりました。

３．対応策・工夫・改良点

作業開始前にスウェーデン式サウディング試験を

行い、木杭の長さを選定しました。

また、モンケンにて試験杭を打込み、動的貫入抵

抗（極限支持力）の測定を行いました。

木杭建込みは、杭打込み機に油圧式の木杭をつか

める機器を取付け、作業員が直接木杭をさわらない

ようにし、杭打込み機の下に入らなくても作業を行

えるようにしました。

図―３ 木杭打平面図

図―４ 木杭打工詳細図

写真―３ 試験杭

写真―２ スウェーデン式サウディング試験

写真―４ 木杭建込み作業�１
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杭打込み時において、隣接する木杭の共上がり及

び盤膨れが想定されたので、掘削時に掘削高さの下

限規格値を超えない程度に床を下げました。

また、木杭は残り２０cmで一時打ち止める一次打

込みを杭打込み機の届く範囲まで施工し、その後、

残りの分を打込む二次打込みの２回で施工を行いま

した。

木杭打込み完了後、杭間連結を行います。

サンドマット施工時の安全対策として、重機械と

作業員との作業区分を明確にして作業を行いました。

４．おわりに

これからの林道工事は、間伐材を利用した工法、

景観や環境に配慮した工法が増えると思います。今

後は、さらなる工夫、配慮をして工事を行いたいと

思います。

写真―５ 木杭建込み作業�２ 写真―８ 杭間連結完了

写真―９ サンドマット施工状況

写真―６ 一次打込み

写真―７ 二次打込み

写真―１０ 完成写真
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